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5
月
26
日
か
ら
開
か
れ
た
6
月
議
会

は
、
1
日
延
長
さ
れ
て
、
6
月
16
日
ま
で

の
22
日
間
に
わ
た
り
ま
し
た
。　

　

5
月
の
病
院
の
例
月
出
納
検
査
の
折
、

監
査
委
員
か
ら
過
剰
診
療
を
求
め
る
発
言

が
あ
っ
た
と
し
て
、
市
立
病
院
長
が
、
監

査
委
員
に
質
問
書
を
出
し
た
問
題
に
関
し

て
、
緊
急
質
問
が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。

過
剰
診
療
を
求
め
る
発
言
は

本
当
に
あ
っ
た
の
か

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
調
査
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
納
検
査
時
に
は

会
議
録
を
作
っ
て
い
な
い
た
め
、
結
論
は
、   

  「『
過
剰
診
療
』
を
求
め
る
発
言
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
の
確
認
は
で
き
な
い
。
経
営

面
か
ら
民
間
病
院
を
参
考
に
し
て
は
ど
う

か
、
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
」

　

と
す
る
に
止
ま
り
ま
し
た
。

市
長
は
病
院
の
最
高
責
任
者

　

議
員
の
半
数
に
及
ぶ
18
人
が
行
っ
た
緊

急
質
問
に
対
し
て
、
市
長
は
、

・
公
文
書
は
本
来
、
病
院
の
設
置
者
で
あ

　

る
市
長
名
で
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

　

の
に
、
病
院
長
名
で
出
し
た

　

と
い
う
こ
と
を
『
病
院
側
の
重
大
な
事

務
手
続
き
上
の
ミ
ス
』
と
し
、
こ
の
こ
と

が
、
監
査
委
員
の
「
過
剰
診
療
発
言
」
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
よ
り
も
問
題
で
あ
る
、

と
い
う
態
度
に
終
始
し
た
こ
と
２
、
違
和

感
を
覚
え
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　監
査
委
員
は
辞
職
し
ま
し
た
が

　

議
会
は
問
題
発
言
を
し
た
監
査
委
員
に

対
し
て
、辞
職
勧
告
の
決
議
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
人
か
ら
7
月
14
日
に
辞
表

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
監
査
委
員
を
選
任

し
た
市
長
の
責
任
問
題
は
、
棚
上
げ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
病
院
側
と
市
長

部
局
と
の
食
い
違
い
な
ど
は
、
早
急
に
改

善
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
、

・
国
の
税
制
改
革
に
よ
っ
て
、
市
民
税
の

　

改
定
が
行
わ
れ
、
と
く
に
、
高
齢
の
方

　

の
負
担
増
に
な
る
こ
と

・「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
運
営
に
指
定

　

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

・「
国
民
保
護
法
」
に
基
づ
い
て
、「
春
日

　

部
市
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
す
る
た

　

め
の「
国
民
保
護
協
議
会
条
例
」
の
制
定

　

な
ど
の
議
案
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
（
次

ペ
ー
ジ
以
降
に
ま
と
め
ま
す
）。

　

し
か
し
、
本
会
議
で
こ
れ
ら
の
議
案
に

対
し
て
質
疑
す
る
議
員
は
、
あ
ま
り
多
く

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

常
任
委
員
会
で
も
審
議
は
さ
れ
ま
す

が
、
本
会
議
は
全
議
員
、
執
行
部
が
揃
っ

た
場
で
、
会
議
録
も
残
さ
れ
ま
す
。
こ
の

場
で
質
疑
を
重
ね
、
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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★質問で明らかになったことは

Q 問題を大きくしたのは？
　病院長名で文書が出たことがわかった段階で、監査委 
員に公文書として扱えないことを連絡する、などの適切
な対応をとっていれば、　何も問題にならなかったはず。
　こう指摘した私の質問に対して、病院の設置者という
最高責任者である市長は、すでに質問書が出されていた
ので、取扱いを監査委員に一任したとしました。
　「部下のミスは上司がカバーする」という常識的な措
置をとり、その段階で病院側と監査委員が話合いをして
いれば、問題が大きくなることはなかった可能性もあり
ます。

Ｑ 市長は監査報告を受けていなかった？
　病院長は、過去にも、この監査委員から、医療行為に
関する指摘を受け、危機感をもっていたと述べました。
　市長は、「そのような事実があったのなら、相談して
ほしかった」と答弁しました。
・毎月の出納検査報告書に目を通すか、あるいは検査後、
　監査委員からどんな指摘があったのかの報告を受けて
　いれば、分かったはず。
　こう質しましたが、市長は毎月の出納検査の後、一切
報告を受けていなかったことが判明しました。
　毎月の出納検査の結果や、検査に臨んだ監査委員の意
見は、非常に大事な問題です。
　とくに、早急に財政立て直しをしなければ存続も危う
い、という状況の市立病院にとって大事な監査の報告を、
病院設置者である市長が、この半年以上、まったく求め
ていなかったことは、重大な問題です。

６
月
議
会
は
病
院
監
査
の

問
題
で
１
日
延
長
に

他
に
重
要
な
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
…
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春
日
部
市

 

国
民
保
護

 

協
議
会
条
例

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
視

点
で
、
慎
重
な
議
論
が
必
要

　
こ
の
協
議
会
は
、
国
の
「
国
民
保
護
計

画
」
に
基
づ
い
て
、市
町
村
が
市
民
の
「
保

護
計
画
」
を
つ
く
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る

も
の
で
す
。

 　

私
の
所
属
会
派「
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
部
」

で
は
、

  「
武
力
攻
撃
事
態
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
が
、
万
が
一
と
い
う
事
態
の
と

き
、
国
が
防
衛
に
力
を
注
ぐ
な
ら
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
の
は
市
区
町
村
の

役
割
と
な
る
。
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

春
日
部
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
」

　

と
い
う
観
点
か
ら
質
疑
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
残
り
、

反
対
し
ま
し
た
。

①
半
年
で
ま
と
め
る
の
は
不
十
分　

　

協
議
会
の
答
申
の
素
案
が
ま
と
ま
っ
た

段
階
で
議
会
に
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民

に
意
見
を
求
め
る
と
い
う
が
、
今
年
の
12

月
ま
で
に
計
画
を
策
定
す
る
と
い
う
の
で

は
、
議
論
の
時
間
が
不
十
分
で
あ
る
。

②
弁
護
士
の
参
加
は
不
可
欠

　

市
民
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、
協
議

会
に
弁
護
士
が
加
わ
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
考
え
は
な
い
と
の
こ
と
。

③
自
衛
隊
の
避
難
誘
導
は
危
険

　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
で
は
、
武
力
紛
争
の

際
、
民
間
人
な
ど
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

「
攻
撃
す
る
側
に
敵
対
す
る
組
織
が
あ
た

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、

避
難
の
誘
導
に
は
自
衛
隊
に
協
力
を
求
め

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
か
え
っ
て
、

攻
撃
の
的
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、「
保

護
計
画
」
と
は
ほ
ど
遠
い
。

  

春
日
部
市

  

手
続
き
条
例
の

 

一
部
改
正

市
民
意
見
公
募
の
趣
旨
は
、

「
市
民
参
加
条
例
」
に
生
か
す

　

手
続
き
条
例
の
改
正
は
、
国
が
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）」
を
法
制

化
す
る
に
あ
た
り
、「
行
政
手
続
法
」
を

改
正
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
春
日
部
市
は
、
こ
の
「
意
見

公
募
手
続
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
市

民
意
見
提
出
制
度
」
を
実
施
し
、
要
綱
を

定
め
て
い
る
の
で
、
今
回
の
改
正
に
は
盛

り
込
ま
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、

・
要
綱
は
議
会
に
は
か
る
必
要
が
な
い
の

　

で
、
条
例
と
は
性
格
が
ち
が
う

・
春
日
部
市
の
「
市
民
意
見
提
出
制
度
実

　

施
要
綱
」
に
は
、「
意
見
公
募
手
続
制
度
」

　

の
三
つ
の
目
的
の
う
ち
、

①
行
政
判
断
の
適
正
性
の
確
保
と
判
断
過

　

程
ま
で
の
市
民
参
加

②
政
策
情
報
の
積
極
的
提
供
と
説
明
責
任

　

の
２
点
が
う
た
わ
れ
て
い
な
い
の
で
不

十
分
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
質
疑
。

　

不
十
分
な
点
は
、
市
長
が
公
約
と
し
て

掲
げ
た
「
市
民
参
加
条
例
」
も
し
く
は
「
自

治
基
本
条
例
」
を
策
定
す
る
際
に
、
き
ち

ん
と
盛
り
込
む
、
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

市
民
の
声
を
き
ち
ん
と
反
映
で
き
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

　

し
か
し
、
市
長
の
公
約
の
「
市
民
参
加

条
例
」
制
定
の
期
限
は
、
就
任
か
ら
二
年

以
内
で
、
あ
と
一
年
余
り
し
か
時
間
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

せ
っ
か
く
の
「
市
民
参
加
条
例
」
で
す

か
ら
、
期
限
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

Part1
議案質疑
その2

国の「国民保護計画」って？

　地方自治体が下敷にしている、国の「国民保護法」の内容
については「内閣官房」が、「武力攻撃やテロなどから身を守
るために」という、大変わかりやすい手引きを作っています。

　その中の「武力攻撃の類型などに応じた避難などの留意点」
のうち、最近、緊張が高まった「弾道ミサイルによる攻撃の
場合」については、
 ・ 発射前に着弾地域を特定することはきわめて困難であり、か
　つ短時間に着弾することが予想される。 
 ・まず弾道ミサイルの発射が差し迫っているとの警報が発令
　され、着弾が予想される地域には、サイレンなどにより注
　意を呼びかける
　とあります。

　では、7月5日にはどうだったのか、調べてみました。
　国の消防庁から埼玉県に「ミサイル発射」の第一報が入っ
たのは、朝６時半ですが、春日部市へ県から第一報が入った
のが、９時９分、その直前に発表された「内閣官房長官の談話」
です。県の説明では、「6時半の情報はマスコミで報じられて
いたから、市や町に流さなかった」とのことでした。
　現実には、まだ、「瞬時通報システム」が整っていないため、
警報を発令することはできず、早急に対応を迫られていると
のこと。

　しかし、もし「警報システム」が整っても、その後の避難は、
「攻撃当初は屋内に避難し、その後状況に応じ行政機関からの
指示にしたがい適切に避難しましょう。屋内への避難にあた
っては、近隣の堅牢な建物や地下街などに避難しましょう」
　とあります。
　仮にミサイルに核爆弾が搭載されていて、核爆発が起こっ
た場合の注意として、第一にあげられているのが、「閃光や火
球が発生した場合には、失明するおそれがあるので見ないで
ください」というものです。
　続いての対策は、下の図のように示されています。

　
　果たしてこのようなことが可能かどうか、疑問に思うのは、

素人だからでしょうか。

→
上
着
を
頭
か
ら
か
ぶ
り
、
口

と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
お
お

い
、
爆
発
地
点
か
ら
で
き
る
だ

け
風
上
に
、
遠
く
離
れ
る

Part1
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↑屋内では窓閉め、目張り
により密閉し、できるだけ
窓のない中央の部屋に移動
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決
定
段
階
ま
で
の
十
分
な
市
民
参
加
に
よ

っ
て
策
定
す
る
よ
う
、
要
望
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

市
が
直
接
運
営
す
る
こ
と
も

再
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た

  

10
月
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

は
「
指
定
管
理
者
」
が
あ
た
る
こ
と
は
、
３

月
議
会
で
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
は
、
民
間
業
者

が
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
が

下
が
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
年
度
途
中
の
指
定
に
な
る
た

め
、
指
導
員
の
交
代
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
過
ご
す
環
境
に
変
化
が
生
じ
な
い
よ

う
、
入
札
を
行
わ
ず
、
今
ま
で
委
託
し
て

い
た
「
福
祉
公
社
」
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
入
札
な
し
の
指
定
が
前
例

に
な
ら
な
い
こ
と
を
、
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
、
指
導
員
の
待
遇
改
善
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
指
定
管
理
に

な
る
と
、
そ
れ
も
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
点
を
委
員
会
で
指
摘
し
、「
市

が
直
接
運
営
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
再
検

討
す
る
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

福
祉
部
門
へ
の
指
定
管
理
者
の
導
入

は
、
慎
重
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

■
一
般
質
問
■

鉄
道
交
通
の
諸
問
題

開
か
ず
の
踏
切
対
策

に
つ
い
て

　

前
回
に
引
き
続
き
、
武
里
地
区
の
９
カ

所
の
「
開
か
ず
の
踏
切
」
対
策
に
つ
い
て
、 

  「
１
カ
所
ず
つ
、  

速
効
対
策
を
と
っ
て
い

   

く
の
は
、時
間
も
費
用
も
相
当
か
か
る
と

　

思
わ
れ
る
。 

北
越
谷
か
ら
の
立
体
交
差   

　

を
複
線
の
ま
ま
行
っ
た
場
合
と
、
速
効

　

対
策
に
か
か
る
費
用
や
時
間
を
、
比
較
・

　

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

　

と
質
問
し
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
人
の
声
を
聞
き
、
総
合
振

興
計
画
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
を
要
望

　
　
　

担
当
部
長
、
市
長
と
も
に
、
鉄
道
高
架

事
業
は
あ
く
ま
で
も
春
日
部
駅
周
辺
の
必

要
性
が
高
く
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て

は
、
こ
の
事
業
の
完
了
後
に
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

春
日
部
市
の
人
口
の
三
分
の
一
近
く
の

人
が
住
む
武
里
地
区
で
す
。
踏
切
問
題
の

早
期
の
解
決
を
、
総
合
振
興
計
画
の
中
で

の
検
討
課
題
に
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

一
ノ
割
駅
の
エ
レ
ベ
ー 

 

タ
ー
設
置
に
つ
い
て

　　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
伴
い
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
間
を
つ
な
ぐ
、
橋
上
の
通
路
が
設

Part1
議案質疑
その3

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
通
路
を
利
用
し
、
西

口
に
改
札
を
設
け
る
か
、
あ
る
い
は
橋
上

に
改
札
口
を
設
け
て
西
口
を
開
設
し
、
東

西
の
通
り
抜
け
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
で
は
、
と
質
問
し
ま
し
た
。

・
改
札
口
を
橋
上
に
設
け
る
に
は
約
20
億

　

円
の
工
事
費
を
、
市
が
負
担
し
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
。

・
西
口
改
札
を
設
け
て
も
人
員
を
配
置
す

　

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
不
可
能
、
と
の
こ
と
で

し
た
。

補
助
が
受
け
ら
れ
る
う
ち
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
最
優
先

　

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
対
し

て
国
か
ら
補
助
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
2

０
1
０
年
ま
で
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
に

一
駅
で
も
多
く
設
置
し
た
い
、
と
い
う
の

も
一
理
あ
り
ま
す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

い
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
れ
ば

こ
と
足
り
る
、
と
す
る
場
当
た
り
的
な
施

策
に
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事

を
す
る
の
な
ら
、
駅
東
西
の
通
り
抜
け
や

危
険
な
踏
切
対
策
も
含
め
て
の
、
幅
広
い

検
討
が
ほ
し
い
と
考
え
、
質
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
も
う
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
の
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
、
と
く
に
車
椅
子
を

使
っ
て
い
る
人
や
高
齢
の
方
な
ど
の
意
見

を
聞
い
て
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
鉄
道
事
業
者
に
要
請
す
る
」
と

い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ2

　

危
険
な
踏
切
対
策

に
つ
い
て

   

　

 

春
日
部
駅
北
側
に
あ
る
第
124
号
踏
切
、
通

称
「
大
踏
切
」
は
、

①
踏
切
の
遮
断
時
間
が
長
い

②
東
武
本
線
と
野
田
線
、
上
下
４
本
の
線
路

　
が
あ
り
、
踏
切
を
渡
る
距
離
が
長
い

③
自
動
車
・
自
転
車
・
歩
行
者
な
ど
の
通
行

　
量
が
多
い

　
と
、
危
険
な
条
件
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
西
口
側
か
ら
踏
切
を
渡
っ
た
と

た
ん
、
道
幅
が
狭
く
な
る
た
め
、
自
転
車
や

歩
行
者
、
車
椅
子
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
危

険
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
写
真
の
自
転
車
の
右
側
（
●
印
）

の
空
き
地
を
利
用
し
て
、
歩
行
者
・
自
転
車

等
の
迂
回
路
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
、
検

討
す
る
、
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

Ｑ3

Part2

写真は日中の交通量の少ないときのもの。★印のと
ころから急に道路の幅が狭くなりますが、歩行者の
ためのグリーンベルトはこちら側だけ。ラッシュ時
には、踏切があくと、自転車・歩行者が★印の箇所
に殺到します。

Ｑ1

★ ●
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� ６月に、住民税の納付通知が届いてから、どこ
の役所でも、電話は鳴りっぱなしだったそうです。
　原因は、国の税制改革により、住民税が軒並み
にアップになったためで、私も、どこに行っても、
この話で持ちきりという体験をしました。

　たとえば、夫婦と子ども二人で年収500万の家
庭では、市民税と県民税をあわせて、11万6,700
円の増になるとのこと。
　しかし、65歳以下の場合は、所得減税を差し引
くと、4万3,500円の増で済みますが、65歳以上の
方の場合は、もっと深刻です。
・今まで48万円あった老年者控除が廃止された。
・公的年金控除の140万円から120万円へ引き下げ。
・所得125万円以下の非課税廃止
　この３つが加わると、平均して2万6,441円の増
額になります（この金額は概算なので、詳しい金
額については、今後調査して、またお知らせした
いと思います）。

　それだけではありません。
　７月に「介護保険料のお知らせ」が届くと、介
護保健課の電話もまた、鳴りっぱなしだったとの
こと。
　18年度からの介護保険料は、所得段階によって
異なりますが、今までよりも30％以上アップにな
っています。介護保険料は、住民税が課税されて
いるかどうかが、所得段階の基準になっているた
め、今まで住民税非課税だった方が課税されると、
所得段階区分も変わって、それ以上の値上げにな

ります。
　国民保険税も同様です。
　それらを合わせると、１年間で10万円以上の負
担増になったというケースもあります。
　さらに年金額の引き下げ、医療費負担の増加…。
　
　「痛みを伴う改革」として、国民に向けて大鉈が
振るわれた「小泉改革」の影響が、今年度に噴出
しました、しかし、今年は激変緩和措置が採られ
ていますから、19年度、20年度と、今のままでは
さらに増税が進みます。
　市民税も、国民健康保険税も、春日部市が決め
るのだから、独自に負担を軽くしてはどうか、と
いう声を聞きますが、実はそれはむずかしいこと
です。
　自治体が独自の減免措置をとると、財源がある
とみなされ、国からの地方交付税や、国庫負担金
が減らされるのです。
　国の政策によって、私たちの暮らしが厳しくな
る現実、このことを今、真剣に考えなければいけ
ないと思っています。
　国民年金だけで暮らしている人をはじめ、ごく
普通に暮らす人の実感が分かる人が政策を決定す
る場にいなければ、「改革」は私たちの望む方向に
は進まないと、心底思います。

　「政治」は自分と遠い世界にあるのではなく、暮
らしの中のあちこちに関わっているからこそ、遠
ざけないで、身近な話題として、一緒に考えてみ
ませんか。

■
今
回
も
ま
た
、
文
字
ば
か
り
、
と
お
叱
り
を

受
け
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
お
伝
え
し
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
、
６
月
議
会
で
し
た
。

　
「
風
の
た
よ
り
」
を
ま
と
め
る
仕
事
は
、
ほ
と

ん
ど
、
い
か
に
文
章
を
削
っ
て
い
く
か
の
作
業

で
す
。
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
、と
い
う
方
は
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

議
事
録
を
お
送
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、

直
接
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
も
結
構
で

す
。

　

ま
た
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
主
な
議

事
録
の
全
文
を
の
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
9
月
議
会
は
、
８
月
28
日
（
月
）
か
ら
開
か

れ
る
予
定
で
す
。
議
会
で
ど
ん
な
議
論
が
さ
れ

て
い
る
の
か
、
是
非
、
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

と
い
っ
て
も
、
平
日
の
日
中
で
は
、
お
仕
事

を
お
持
ち
の
方
は
無
理
で
す
ね
。
早
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
で
き
る
よ
う
、
研
究
し
、

提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
、
ご
意
見
、
ご
提
案
、
ご
要
望
な
ど
、

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

緑豊かな環境に包まれた、春日部庄和子育
て支援センターが完成しました

 母
かあ

さんの視
め

点

政治は丸ごと生活に関わってる


